
 
【別記１】 

次のＡとＢを結んだ線及びＢから２７０度の線以南の山口県外海。 

Ａ 下関市大字吉母毘沙ノ鼻西端 

Ｂ 下関市蓋井島北端 

〈備考〉 ※「いか巣網」については、第2 種共同漁業権設定区域を除く 

 

【別記２】 

次のＡ区域、Ｂ区域及びＣ区域。 

【Ａ区域】 

  次のア、イを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ア 下関市彦島西山町一丁目 彦島製錬株式会社埋立地護岸南東端 

イ 下関市彦島迫町一丁目 荒田小型船埠頭埋立 荒田防波堤基部 

【Ｂ区域】 

  次のウ、エを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

ウ 下関市彦島福浦町一丁目 彦島兜山岬南端の防波堤突端 

エ 下関市彦島塩浜町四丁目 福浦湾湾口部南側西端 

【Ｃ区域】 

  次のオ、カを結んだ線及びキ、クを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域  

オ 下関市東大和町二丁目 第二突堤 南東端 

カ 下関市彦島江の浦町六丁目 三菱造船株式会社下関造船所 第二ドック南側東端 

キ 下関市下関漁港閘門北側東端 

ク 下関市下関漁港閘門南側東端 

〈備考〉 共第４１号の区域 

 

【別記３】 

下関市豊北町大字神田折紙鼻北端に設置した標識から北西の線以西以南の山口県海域。 

 

【別記４】 

下関市豊北町角島灯台基部から２７０度の線以南の山口県外海。ただし、第２種共同漁業権設定区

域を除く。 

 

【別記５】 

次のＡ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、チ、リ、Ｍ、Ｎの各点を順次結んだ線、ＯとＰとを結んだ

線及びＱとＲとを結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

 基点Ａ 下関市大字吉母毘沙ノ鼻西端 

   Ｂ 〃  大字永田郷折否川河口中央点 

   Ｃ 〃  来留見瀬灯標基部 

   Ｄ 〃  安岡漁港甲防波堤灯台基部から護岸沿いに北東へ２９メートルの点に設置した標

識 

   Ｅ 〃  蓋井島灯台基部 

   Ｆ 〃  六連島灯台基部 

   Ｇ 〃  永田本町４丁目１１９．４高地 

   Ｈ 〃  六連島平岩 

   Ｉ 〃  六連島北頂上 

   Ｊ 北九州市小倉北区馬島北頂上 

   Ｋ 下関市竹ノ子島北端に設置した標柱 

   Ｌ 〃  六連島東端 

   Ｍ 〃  旧船瀬灯浮標（北緯３３度５６分１５秒東経１３０度５２分０４秒（日本測地系に



 

よる位置）、北緯３３度５６分２７秒東経１３０度５１分５５秒（世界測地系による位置）） 

   Ｎ 〃  竹ノ子島西端 

   Ｏ 〃  彦島竹ノ子島町旧竹ノ子島橋西側南端 

   Ｐ 〃  彦島西山町４丁目旧竹ノ子島橋東側南端 

   Ｑ 〃  下関漁港閘門北側東端 

   Ｒ 〃  下関漁港閘門南側東端 

  点イ Ａから２７０度２，０００メートルの点 

   ロ Ｂから２４２度３０分２，０００メートルの点 

   ハ Ｃから２７２度１，７００メートルの点 

   ニ Ｄから２６３度３０分２，７６０メートルの点 

   ホ ＥとＦとを結んだ線とＧとヘとを結んだ線との交点 

   ヘ Ｈから２７２度５３分５００メートルの点 

   ト ＩとＪとを結んだ線上最大高潮時海面における中央点 

   チ 下関市六連島と北九州市小倉北区馬島との最大高潮時における海峡最短距離の中央点 

   リ チとＫとを結んだ線とＬとＭとを結んだ線との交点 

〈備考〉 共第４０号の区域 

 

【別記６】 

次のイ、ロ、ハ、ニ、ホ、イを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域 

点の位置 

 基点Ａ 下関市水島頂上 

   Ｂ 〃  蓋井島灯台基部 

  点イ Ａから１６０度２，０００メートルの点 

   ロ Ａから８５度２，０００メートルの点 

   ハ Ａから３１５度５，５００メートルの点 

   ニ Ｂから２９４度１，７００メートルの点 

   ホ Ｂから１８０度４，０００メートルの点 

〈備考〉 共第３６号の区域 

 

【別記７】 

次のＶ、イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、Ｎを順次結んだ線及びＴとＵとを結んだ線と最大高潮時海岸線

とによって囲まれた区域（Ｖ、チ、リ、Ｗを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区

域、Ｘ、ヌ、ル、ヲ、ワ、Ｙを順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域並びにＺと

Ａ′とを結んだ線及びＢ′、カ、Ｃ′を順次結んだ線と最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域を

除く。） 

点の位置 

 基点Ｄ 下関市彦島西山町一丁目三井金属鉱業彦島製錬所埋立地護岸南西角から護岸沿いに東へ

３０メートルの点に設置した標柱 

Ｅ 北九州市小倉北区西港町１２０番地日明埋立護岸南東角から護岸沿いに北西へ２６０メ

ートルの点に設置した標識 

Ｆ 下関市彦島旧大山ノ鼻灯台跡（北緯３３度５４分４０．１９秒東経１３０度５４分１９．

４２秒（日本測地系による位置）、北緯３３度５４分５１．９秒東経１３０度５４分１０．

８秒（世界測地系による位置）） 

Ｇ 北九州市門司区松原三丁目村中川河口左岸から護岸沿いに西方へ２３１．３５メートルの

点 

Ｈ 下関市彦島旧金ノ弦岬灯台跡（北緯３３度５４分２８秒東経１３０度５４分４８秒（日本

測地系による位置）、北緯３３度５４分３９．７秒東経１３０度５４分３９．４秒（世界測

地系による位置）） 

Ｉ 北九州市門司区松原一丁目高田川橋左岸高欄端から右岸側へ２メートルの点 



 

Ｊ 下関市彦島旧山底ノ鼻灯台跡（北緯３３度５４分４０秒東経１３０度５５分３３秒（日本

測地系による位置）、北緯３３度５４分５１．７秒東経１３０度５５分２４．４秒（世界測

地系による位置）） 

Ｋ 北九州市門司区戸ノ上山頂上 

Ｌ 下関市旧巌流島灯台跡（北緯３３度５５分４８．９７秒東経１３０度５６分０２．９５秒

（日本測地系による位置）、北緯３３度５６分０．７秒東経１３０度５５分５４．３秒（世

界測地系による位置）） 

Ｍ 北九州市門司区葛葉海岸通り４番護岸角 

Ｎ 下関市岬之町防波堤屈折点から埠頭沿いに東へ３５メートルの点に設置した標識 

Ｏ 北九州市門司区白木崎護岸屈折点 

Ｔ 下関市下関漁港閘門北側東端 

Ｕ 下関市下関漁港閘門南側東端 

Ｖ 下関市彦島迫町７丁目３０１２番地の１三井東圧化学株式会社彦島工業所埋立護岸北西

端角から護岸沿いに南東へ１４２メートルの点に設置した標識 

Ｗ 下関市彦島迫町７丁目３０１２番地の三井東圧化学株式会社彦島工業所埋立護岸南東端

角から北西へ２７メートルの点 

Ｘ 下関市彦島迫町７丁目２９００番４７に設置した標柱 

Ｙ 下関市荒田埠頭用地防波堤突端から同防波堤と直角に陸岸を見通した線と最大高潮時海

岸線との交点 

Ｚ 下関市細江埠頭南東端 

Ａ′下関市岬之町防波堤灯台基部 

Ｂ′下関市岬之町西防波堤突端 

Ｃ′下関市岬之町埠頭北西端 

点イ ＤとＥとを結んだ線上Ｄから１，５８５メートルの点 

ロ ＦとＧとを結んだ線上Ｆから１，３６０メートルの点 

ハ ＨとＩとを結んだ線上Ｈから９１０メートルの点 

ニ ＪとＫとを結んだ線上Ｊから５４０メートルの点 

ホ ＬとＭとを結んだ線上最大高潮時における海面の中央点 

ヘ ＮとＯとを結んだ線上Ｎから６３０メートルの点 

チ Ｖから２１２度３０分２０メートルの点 

リ Ｗから２１２度３０分２０メートルの点 

ヌ Ｘから２２６度１６０メートルの点 

ル Ｘから２１６度３０分３８５メートルの点 

ヲ Ｘから２１０度３８０メートルの点 

ワ Ｘから２１０度３６０メートルの点 

カ Ａから３４６度１７５メートルの点 

〈備考〉 共第４１号の区域 

 

【別記８】 

東経１３０度３８分の線以西及び下関市豊北町角島灯台基部から２７０度の線（以下「Ａ線」とい

う。）以北の山口県外海及びＡ線以南の山口県外海。ただし第２種共同漁業権設定区域を除く。 

 

【別記９】 

東経１３０度３８分の線以西及び下関市豊浦町大字宇賀本郷字三月田に設置した標柱から２７０

度の線（以下「Ａ線」という。）以北の山口県外海及びＡ線以南の山口県外海。ただし第２種共同漁

業権設定区域を除く。 

 

【別記１０】 

下関市豊北町角島灯台基部から２７０度の線以南の山口県外海。ただし第２種共同漁業権設定区域



 

を除く。 

 

 

※方位については、特に定めのない場合は真方位とする。 

※共同漁業権番号については、平成２６年１月１０日付け山口県告示第３号の免許番号による。 


